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C:方法論の適用 

C.1.1ポジティ

ブリストの番

号 

No. R.  ００１  

条 件 説 明  

C.1.2 条件１ 

当プロジェクト実施地は全て森林施業計画の認定を受けていることか

ら森林法第５条に定める森林です。 
 

C.1.3 条件２ 

当該森林は、全て森林施業計画森林であり、かつ、全て津野町有林で

す。また、クレジット発行対象期間内に、当該森林の転用、主伐は計画さ

れていません。 

更に、当該プロジェクトは、２００７年４月１日以降の森林施業計画に基

づき施業（間伐）が計画されています。 
 

C.1 ポジティ

ブリストの

適格性基準

との整合性 

C.1.4 条件３ 

別添森林施業計画書（写）に添付されている森林施業計画認定書のと

おり津野町から認定を受けています。また、クレジット期間終了後１０年

間においても、適切に森林施業計画を更新していきます。 

 

森林施業計画名 葉山団地  

  津野町長 認定番号 津野２２－２ 

 平成２２年５月７日認定 

         認定番号 津野２２－２ (変１－２２) 

 平成２３年３月３０日認定  

計画期間 平成２２年５月１１日～平成２７年５月１０日 
 

方法論番号 JRAM   ００１  

C.2 適用方

法論 方法論名称 

JRAM001 森林経営活動によるＣＯ２吸収量の増大（間伐促進型プロジ

ェクト）に関する方法論 

 
















